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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、高次の理科学力を育成するため教育方法であるOPPA(One Page Portfoli
o Assessment)の開発とその効果を検証することにある。主として、以下の三点から研究をすすめた。
　第一は、OPPAの依拠している学習論および評価論の学術的など動向を検討し、その理論書と実践書をまとめたことで
ある。第二は、小・中学校および高校理科の授業実践を通して、OPPAはメタ認知の育成に効果的であることが明らかに
なった。第三は、その具体的内容として、OPPシートの作成、学習および授業の実施とOPPシートの活用、OPPシートを
用いた授業改善の方法などについて考察した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop the OPPA(One Page Portfolio Assessment) an
d to inspect its effect. OPPA is an educational method to raise highly advanced scholastic ability. I main
ly studied it from the following three points. First, this study examines academic trends in learning and 
assessment theories based on OPPA. The theoretical and practice document were published based on the resul
t of research. Secondly, the OPPA is effective to foster the ability of metacognition through the practice
 of teaching science of elementary school, junior high school and high school. Thirdly, I discussed this s
tudy how to create the OPP sheet, implementation of teaching and learning and use of the OPP sheet, improv
e teaching that utilize the OPP sheet.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究が開始された頃には高次の理科
学力を育成するために当たって、主として、
以下の三つの問題点があった。ここでいう高
次の学力とは、自分の思考についての思考で
あるメタ認知やキー・コンピテンシーなどの
能力を指す。 
 一つは、それらを把握するための具体的方
法がほとんどなかったことである。こうした
高次の学力は自分自身の学習状態を適切に
把握する自己評価の能力と深く関わってい
るのだが、学習者の自己評価を適切に把握す
る方法も開発されていなかった。 
 したがって、当時は、自己評価と深く関わ
っている学習履歴や学習による変容という
言葉も、ほとんど使われていなかった。 
 
(2) もう一つの問題点は、高次の学力を育成
するためには学習者の学習状況を適切に把
握し、その実態から教師自身の授業の問題点
を明らかにするとともに授業改善をはかっ
ていくことが重要なのだが、それが明確にな
っていなかったことである。 
 つまり、形成的評価の重要性は理解されて
いても、具体的な方法の提案は、ほとんどな
かったことである。したがって、学習に課題
があることはわかっていたとしても、授業改
善と関わってどのようにすれば高次の学力
が育成できるのか不明であった。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究が開始された当初、一枚の用紙を
用いて学習者の実態把握と教師の授業改善
を同時に行う OPPA(One Page Portfolio 
Assessment：一枚ポートフォリオ評価)は、
研究代表者の堀により開発されていたのだ
が、その理論的背景の解明、理論と実践をつ
なぐ具体的考察、OPPA の趣旨を生かした実践
と検証などが行われてきていなかった。 
 OPPA は高次の学力であるメタ認知を育成
する一つの方法であると提案されているが、
具体的検証は行われてきていない。そこで、
本研究は OPPA に関わる理論の明確化と実践
におけるその有効性の検証を第一の目的と
する。 
 
(2) 第二の目的は、高次の学力の実態を把握
し、かつそれを育成することができる OPP シ
ートを作成し、実際の授業の中で活用できる
方法を開発することである。それは、たとえ
いかに理論的に優れていたとしても、実践に
おける検証が教育実践では、とりわけ重要に
なってくるからである。 
 
(3) 第三の目的は、OPP シートを授業の中で
活用することによって、形成的評価と授業改
善の具体的方法を検証することである。 
 それは、上記(1)および(2)と関わって、学
習者の実態把握と教師の授業改善ができる
簡便な方法が開発されていなかったことで

ある。ここでいう簡便な方法とは、たとえば
一単元の授業において一枚の用紙(OPP シー
ト)を用い、それを活用して学習者の実態把
握と教師の授業改善を同時に行うような方
法を意味する。 
 これまでは、両者が別々の方法を用いて行
われることがほとんどであったので、多忙を
極める教育現場において必ずしも使えるも
のとはなっていなかった。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究目的の(1)については文献を中心に
して OPPA を構成している理論をまとめ、書
物としてまとめる。 
 
(2) 研究目的の(2)と(3)に関しては実際の
授業の中で、OPP シートを作成し、それを利
用して、まず学習者の学力の実態について学
習履歴などを通して把握する。 
 
(3) 学習者の高次の学力を育成するために
は、OPP シートにより把握した学力の実態を
もとにして、授業の中で学習者に何をどう働
きかけると学習履歴がどのように変容する
のか、OPP シートを活用することによって検
証を行う。これは教師の授業改善をおこなう
方法でもある。 
 
４．研究成果 
(1) 研究目的の(1)に関しては、2013年８月に
『教育評価の本質を問う 一枚ポートフォリ
オ評価 OPPA─一枚の用紙の可能性─』（東洋
館出版社、全197頁）を単著としてまとめた。
本書の内容は以下の通りである。 
 序章：学習、授業、学力、教育評価をめぐ
る学校教育の課題。 
 第１章：OPPAの定義およびその概要。 
 第２章：構成主義の考え方に基づく学習お
よび授業とOPPA。 
 第３章：資質・能力の形成過程を重視した
学力モデルとOPPA。 
 第４章：OPPAの学習観と授業観および授業
のグランドデザイン。 
 第５章：ポートフォリオ評価・パフォーマ
ンス評価•自己評価とOPPA。 
 第６章：診断的•形成的•総括的評価とOPPA。 
 第７章：思考や認知過程の内化•内省•外化
とOPPA。 
 第８章：メタ認知の育成とOPPA。 
 第９章：授業前・中・後の教材研究とOPPA。 
 第10章：教科・科目および教科外における
OPPAの活用。 
 終章：OPPAによる教育効果の検討。 
 また、高次の学力を育成する学習や授業と
関わって、2010 年に『授業と評価をデザイン
する 理科』（西岡加名恵と共著、日本標準）
を出版した。この中で、理科の授業作りにお
いて重要な要因を明らかにするとともに、
OPPA をどう活用すれば授業改善につながっ
ていくのか、中学校３年理科で学習する「完



成」などを事例にして、実際に行った授業を
もとにして詳述した。これまでに行われてき
た研究の中では、どうすれば成功するのかに
ついてしか書かれていないが、本書では失敗
をいかにして克服するのかを中心にして考
察した。 
 さらに、研究成果を内外に広く知ってもら
うために、OPPA の概要と理論を“The Concept 
and Effectiveness of Teaching Practices 
Using OPPA”としてまとめ、日本教育学会英
文 誌 （ Educational Studies in Japan: 
International Yearbook；No.6, December, 
pp.47-67, 2011）に投稿、掲載した。このこ
とにより、OPPA が内外に周知できたのではな
いかと考えられる。 
 
(2) 研究目的の(2)に関しては、高次の学力
である自分の思考についての思考であるメ
タ認知の構成要素が「認知の知識・理解」お
よび「認知の調整」から成り、それらが自分
自身を適切に把握し学習を修正していく学
習者の自己評価能力と深く関わっているこ
とを実際の授業を通して明らかにした。 
 それをもとにして、小・中学校および高校
理科の多くの単元において学習者の既有の
知識である素朴概念を科学的概念に変容さ
せるための検証に OPP シートを用いた。 
 具体的には、OPP シートの構成要素である
「本質的な問い」、「学習履歴」、「自己評価」
により、学習者一人ひとりの学習の実態を明
確にしながら形成的評価を行うことにより
高次の学力を育成するとともにその検証を
行った。さらにくわしく言えば、OPP シート
の「本質的な問い」により素朴概念と科学的
概念の変容を、「学習履歴」から学習による
変容を、それら二つの実態からの「自己評価」
により自分の学習の変容を価値づけること
により、またそれらをふまえ、教師が実際の
授業において学習者への働きかけを行うこ
とにより検証を試みた。 
 その結果、OPP シートの構成要素が「学ぶ
意味や必然性」、「自己効力感」を感得させる
ために重要な要素となっていること、および
それらが高次の学力育成の要件である「認知
の知識・理解」、「認知の調整」と深く関わっ
ていることが明らかになった。それは、OPP
シートが学習者に学習による変容を可視的
に外化するとともに、教師のコメントなどに
よる働きかけにより、内化や内省を促し、ス
パイラルに学習を高めていく機能を持たせ
ているからである。 
 このような OPP シートの構成要素である
「本質的な問い」、「学習履歴」、「自己評価」
が、学習者の思考や認知過程の内化・内省・
外化を促すとともに高次の学力を育成する
ための「認知の知識・理解」、「認知の調整」
を働きかけていることも明らかになった。 
 こうした働きかけを通して、OPP シートを
用いて一人ひとりの学習者の課題を明らか
にし、具体的な働きかけを行うことによって

高次の学力を育成することにつながってい
るといえる。 
 
(3) 研究目的の(3)に関しては、学習者の学
力を高めるためには教師の授業改善が必須
の要件であると考えられるので、OPP シート
から学習者の実態を把握し、その結果をもと
にして授業の課題を明らかにし、教師自身の
授業改善に生かしていった。 
 具体的には、OPP シートの「本質的な問い」
により既有の知識や考えを明らかにし、それ
をもとにして授業構成を行い、「学習履歴」
の中で学習者が書いた「授業の一番大切なこ
と」から授業の適切性と課題を把握し、即時
に授業改善を行い、最後にもう一度「本質的
な問い」により学習の成果を確認し、それら
全体を「自己評価」させ、学習の意味や必然
性および自己効力感をひきだす働きかけを
行った。これが指導と評価の一体化、つまり
形成的評価である。 
 その結果、たとえば、たとえ当該授業で教
師が意図した目的が学習者の学習により達
成されなかったとしても、学習者が書いた学
習履歴の内容に対して教師が適切なコメン
トを書いて働きかけることにより、学習者が
適切な内化や内省を行い、授業が何時間か経
ってからその学習履歴のところに戻って書
き加えを行うということが起こってきた。 
 こうした働きかけは、OPP シートを活用す
るが故に可能になるので、教師の授業改善の
ためにはこのような道具が必要といえる。こ
れまで、このような道具はほとんど開発され
ていない。 
 研究成果の(2)と(3)に関しては、５の主な
発表論文に示した。 
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